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総説

REVIEW 

マダニの生態とマダニ媒介性感染症

高野 愛 1)，2)

(2015年 12月19日受付・ 2016年2月23日受理〕

The ecology of ticks and the tick-borne diseases 

Ai TAKANol) ，2) 

1) Department 01防terinaηMedicine，Joint Faculty 01防terinaryMedicine， 

Yamaguchi University， Yamaguchi， Yam勾'Uchi，753-8515， Japan 

2) The United Graduate School 01 ~もterinaη Science， Yamaguchi 

日tiversi~見】Tamaguchi， Yamaguchi， 753-8515， Japan 

Ticks are one of hematophagous ectoparasites of vertebrates and their only food is 
blood. Generally， the tick feeds blood 3 times and molts 2 times， as larvae， nymphs and 
adults， in their life cycle. Since they have an ability to transmit a great variety of disease-
causing agents (viral， bacterial and protozoal) to humans and livestock during blood-feeding， 
understanding the tick ecology is important for devising e伍cientand e旺'ectivemeans of 
controlling ticks and tick-borne pathogens. 

In this review， the ecology and prevention of ticks， and several tick-borne diseases 
endemic in ]apan， ]apanese spotted fever， Anaplasmosis， Lyme disease， Relapsing fever and 
Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome， were also summarized. 

Key words: ticks， ecology， tick-borne zoonotic diseases 
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はじめに

マダニは，夕、ニ類の中でも比較的大型で，成長や産卵のため脊椎動物の血液を栄養源として利用する，吸血性の

節足動物である.一般的には，その成長過程で吸血を3回行ない，脱皮を2回行なう.この複数回の吸血時に各種

病原体を吸血源動物間で橋渡しをすることで，マダニ媒介性感染症が発生する.ヒトにおけるマダニ媒介性感染症

は，世界ではライム病，ウイルス性出血熱といった公衆衛生上重要な疾患を多く含むことから，マラリアなど蚊媒

介性感染症と並んで重視されている.我が国でも， 2012年にマダニ媒介性ウイルス疾患である重症熱性血小板減

少症候群 (SFTS)の発生が確認され，その生態に注目が集まっている1)

* 1)山口大学共同獣医学部 2) 山口大学連合獣医学研究科
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マダニの種類

現在， 日本国内には 40種以上のマダニが生息して

おり，マダニ属，チマダニ属，キララマダニ属，カク

マダニ属， コイタマダニ属，カズキマダニ属，ヒメダ

ニ属の6属に分類されている 2) この内，ヤマトマダ

ニ，シュルツエマダニ，タネガタマ夕、ニ，ヒトツトゲ

マダニ，カモシカマダニ，キチマダニ，フタトゲチマ

夕、ニ，タカサゴキララマダニの8種による人刺暁例が

多く，全症例の 70%以上を占めるわ.日本では，温暖

な地域においてチマダニ属とキララマダニ属，寒冷地

域ではマダニ属が多く見られる.

マダニの種同定は形態学的な同定法が基準となる.

しかしながら，発育期毎に形態が異なることから，マ

ダニの同定は非常に難しく熟練が必要である.他方，

近年では遺伝学的型別(シークエンスタイピング)が

可能となっため.本方法では，形態学的な特徴が失わ

れた標本等の同定が可能である一方，一部の穫を区別

できないこと，マダニの発育期を区別できないことか

ら，可能な限り形態学的な同定と合わせて用いる必要

がある

なお，マダニは，室内などでアレルギーの原因と

なるハウスダストマイトや，土壌中に生息する小型の

ダニ類 (Mite:マイト)とは形態学的にも分類学的に

も明確に区別される.これら Miteは世界中に4万種

強存在し，未発見，未登録のダニを含めると，地球上

には 50万種前後が存在すると推察されている.他方，

マダニは種数は少ないが，大型である事と吸血性であ

ることから，古くから研究が進んできた.

マダ二の成長

マダこには3つの発育期があり，幼夕、ニ，若夕、ニを

経て，成夕、ニへと成長する(図 1). 

あ息・・... 意思a・・..
幼'!I二篭'!I二

図1. マダニの生活環 3回の吸血と 2回の脱皮を経て成

長し，飽血したメス成ダニが産卵を行なう.なお，

種にもよるが，オス成ダニも僅かながら吸血を行なう

卵から解った幼夕、ニのサイズは約 lmm程度と小さ

いが，吸血後に脱皮を行なうことで 2-3mm程度の

若ダニへと成長する.さらにこの若ダニが吸血後に脱

皮を行なうことで， 4-8 mm程度のメス成ダニある

いはオス成ダニへと成長する.メス成ダニは吸血完了

(飽血)後， 2週間から 1ヶ月ほどすると産卵を開始し，

数百から数千個の卵を産む このようなマダニの生活

環は，自然界では約l年から 3年ほどかけて回ること

が多い.なお，マ夕、ニ属のオス成ダニは吸血を行わず，

メス成ダニのみが吸血を行う.その一方，チマダニ属

のオス成夕、ニは僅かながら吸血を行うなど，オス成ダ

ニの吸血生態は種や属によって多少異なる.

マダニは吸血の結果，体重が未吸血状態と比較し数

十から数百倍に増えるため，吸血の前後で見た目が大

きく変化するのも特徴の一つである.特に，メス成ダ

ニは約1週間から 1ヶ月程度宿主から吸血を行い飽血

状態となるが，国内にも生息するタカサゴキララマ夕、

こでは 3cmほどになる個体もいる(図 2). 

図2 吸血後のタカサゴキララマダニのメス成ダニ(左)

左より，飽血メス成ダニ，未吸血メス成ダニ，未吸

血オス成ダニ，吸血中若ダ二 種は全てタカサゴキ

ララマダ二.

マダニの生患場所

マダニの生存には適度な温度と湿度そして吸血源動

物が必須である.その至適温度や湿度，主たる吸血源

動物はマ夕、ニ種によって異なるため，種によって生息

する地域や環境が大きく異なることが知られている.

このため，北海道など寒冷地域に多く生息するマダニ

種と，沖縄など温暖地域に生息するマダニ種は異なる

5) さらに，同じ地域でも環境によって生息する種が

異なることが知られている.これは，湿度の影響や，

その環境に生息している動物種の違いが影響を与えて

いると考えられる(図 3). 

日本国内に生息するマダニは一般的に乾燥に弱い

が，西日本を中心に分布し，イノシシなどの大型動物

に外部寄生しているタカサゴキララマダニや，犬を含

めた多数の中型動物や牛などにも外部寄生するフタト

ゲチマダニは乾燥に強い.特にフタ トゲチマダニは公

園や河川敷，牧野などでも生息が可能であり，全国に

広く分布している.また，キチマダニやアカコ ッコマ

ダニは身近な野鳥にも外部寄生するため，ヒ トの生活

圏である神社等の林でもしばしば認められる 6)
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図3.各環境におけるマダ二の種分布 同じ地域でも，環

境によりマダニの種情成が変化する.

マダニは普段， 日陰にある草木の葉の裏等で吸血源

動物が近くを通るのを待ち伏せしている(図4).

図4. 葉の裏で宿主を待ち伏せしているマダ二

マダニの第一脚には二酸化炭素等を感知する器官

があり，近くに動物が接近するとこれら器官により察

知し，第一脚を高くあげて動物の体表上に乗り移るこ

とで寄生を開始する.

マダニの活動時期

一般的に，越冬した成ダニは春先から初夏にかけて

吸血源動物に寄生し，そのメス成ダニが産卵する.こ

のため，卵から鮮化した幼ダニが秋に大発生する(図

5) . 

この幼夕、ニが吸血・脱皮後に若夕、ニの状態で越冬

し，春先に発生するという活動パターンをとることが

多い 7) このため，春先から初夏にかけては若ダニと

成ダニが，そして秋には幼ダニの活動が活発になり，

人間やペットを含めた動物が寄生を受ける(図6)

しかしながら，幼ダニはサイズが非常に小さく(1

mm程度)吸血時間も 3"'-'4日程度と短いため，刺暁

されたことに気がつかない場合も多い.このため，若

ダニもしくは成ダニによるヒト刺岐例が5月から 7月

にかけて多数報告される 2) さらに，マダニの種類に

よって活動時期が異なることも知られている.マダニ

属やフタトゲチマダニの成夕、ニや若ダニは春先から活

図5 秋に見られる多数の幼ダニ 細かい点は全て幼ダニー

しばらくすると広範囲に広がるため，発見した場合

はすぐに除去する必要がある.

図6. 多数のマダニ寄生が見られた飼い犬 ほとんどが幼

ダニと若ダニであった.なお，幼ダニは体のサイズ

が小さいため，移動可能距離が短いーこのため，足

先や耳の先端，ロの回りなど，比較的末端部に多く

寄生する傾向があるー

動を開始するが，キチマダニや西日本に多いタカサゴ

チマダニは冬場にも活動する. このため，キチマダニ

のヒト刺暁例は冬場にも散見されるのが特徴である 8)

マダ二の吸血生態

マダニは吸血に際し，蚊のように短時間で吸血する

ことはできない 国内に生息する一般的なマダニは，

幼ダニで 3"'-'4日程度，若ダニで4"'-'5日，成ダニで

1週間程度吸血を行なう ただし，タカサゴキララマ

ダニの成夕、ニは1ヶ月程度吸血する例があることも知

られている マダニの吸血パターンは特徴的で，徐々

に吸血するのではなく，最初は見かけ上ほとんど変化

がなにやがて緩やかに肥大し，最後の 1，2日で急

激に膨大して飽血(吸血が完了した状態)に至る.こ

のように吸血が長時間行われるため，マダニはまず，

宿主に固着するためのセメント様物質を唾液膜より分

泌しその後，抗凝固物質などを皮下に注入し，吸血を

しやすくしている(図 7).一部の例外を除き，これ
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ら唾液腺物質と共に各種病原体が吸血源動物に注入さ

れることで感染が引き起こされる.

フタトゲチマダニのメス成ダニ場合，吸血開始2，

3日ではセメント様物質や抗凝固物質を分泌し，吸血

の準備を行うため，マダニのサイズに大きな違いは見

られない. 4日目になると僅かに肥大し，最後の 1日

で一気に膨大する.

セメント機物質の分泌 吸血
抗凝固物質の分泌

4 
Blood poolの形成

飽血

図7.マダ二の吸血の流れ(模式図)

マダ二媒介性感染症の特徴

マダニ媒介性感染症は，マダニの刺岐によって病原

体が伝播される感染症の総称で， 日本紅斑熱，ライム

病， SFTS，ウイルス性出血熱といった公衆衛生上重

要な疾患が含まれる. これらマダニ媒介性感染症病原

体は自然界において通常，野生げっ歯類，大型晴乳類，

鳥類などによって保有されており，吸血の過程でマダ

ニに取り込まれ，次の吸血機会の際にヒトや吸血源動

物の体内へ注入される.さらに， 一部の病原体(日本

紅斑熱を引き起こすリケッチア属細菌やSFTSウイル

スなど)はマダニの卵に感染し，次世代へ移行する(経

卵感染)ため，解化した幼虫は病原体保有状態で吸血

行動を行い，病原体を伝播することが可能であると考

えられている 9，10)

これらマダニによって媒介される感染症は，その患

者発生地域および発生時期に特徴がある すなわち，

病原体を媒介するマダニの生息地域のみそしてそのマ

ダニの活動時期にのみ患者が発生することが知られて

いる 具体的には，ライム病の病原体は寒冷地域に生

息するシュルツェマダニによって媒介されるため，国

内の患者の半数以上は北海道で報告されている.ま

た， 日本紅斑熱は関東以西で患者が報告されるが，こ

れは病原体を媒介するマダニ(多くはチマダニの仲間)

がこれら地域に多く生息しているためと考えられてい

る.また， SFTSが西日本を中心に患者が報告されて

いるのも媒介マダニの生息地域が西日本に偏在するこ

とが原因と考えられている さらに，ライム病は春か

ら夏にかけて患者が発生するが， これは媒介マダニの

活動期と一致する.他方， 日本紅斑熱やSFTSは患者

発生が春から夏，さらに秋にも認められるととから，

秋に発生する幼ダニが病原体を媒介していると考え

られている [感染症発生動向調査 (IDWR):http://www. 

nih.go.jp/niid/jalidwr.html]. 

日本国内で発生が見られる代表的なヒトのマダニ媒

介性感染症について表にまとめた(表 1)9，11，12，13，14，15，16) 

なお，アナプラズマ感染症と回帰熱については近年新

たに圏内での発生が認められた感染症のため，海外に

おける症例定義も合わせて参照した.

マダニ媒介性感染症の感染予防

前述のように，マダニ媒介性感染症病原体は唾液を

介して動物に伝播するため，その予防はマダニに刺さ

れないこと，あるいは刺されても早期に取り除くこと

が最も重要である.

ヒトにおいては以下のような対策が望まれる.

1 )野外活動等を行う場合は，長袖長ズボンを着用し，

可能であれば袖口や裾などを塞ぎ，マダこが服の

中に入らないようにする

2)ディートを含んだ忌避剤をこまめに使用(完全に

防ぐわけではない)

3)野外活動を行った際に着用していた上着や作業着

は，室内に入った際に交換し，すぐに洗濯をする

(可能であれば，他の洋服とは別に洗濯)

4)野外活動後は必ずシャワーや入浴を行い，マダニ

が体に付いていないか確認する

5)マダニの寄生が認められた場合，早急に皮膚科等

の医療機関で処置を受ける

蚊と異なり吸血時聞が長いマダこでは，刺されても

すぐに病原体が吸血源動物に伝播する訳ではなく，数

時間のタイムラグがあることが一部の感染症において

知られている(表2).このため，早期にマダニを除

去することで， 一部の感染症を予防することが可能で

ある.ライム病では，マダニの吸血前，病原体はマダ

ニの腸管に限局しており，吸血開始後48時間以上経

過しないと唾液腺に移行しない.このため， 2日間以

上吸血しないと病原体は吸血源動物に伝播されないこ

とが明らかとなっている 17) さらに，犬に重篤な貧血

を引き起こすパベシア原虫は，吸血開始後にスポロン

ト(前ステージ)からスポロゾイトという感染虫体へ

の発育を開始するため，吸血開始後2日以降にならな

いとスポロゾイトが形成されない 18) このため，吸血

源動物への伝播は少なくとも吸血開始後2日目以降で

あると考えられる.

他方，濃厚接触によるヒトーヒト感染が報告されて

いる SFTSウイルスについては，粘膜感染が起こり

えるため，刺岐マダニの取扱いにも注意が必要であ

る 19) 2012年に圏内で初めて発生が確認されたSFTS

は，動物での抗体保有率(過去の感染歴)が高いこと

が報告されている 20) さらに犬がSFTSウイルスに感

染した場合，症状はほとんど見られないものの，一過

性ではあるが，血液中には多量のウイルスが存在する
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表1

疾患名 日本紅斑熱 アナプラズ、マ感染 ライム病 回帰熱 重症熱性血小板

症 減少症候群

病原体 Rickettsia Anaplasma Borrelia Borrθlia SFTSウイノレス

Japonlca phagoc ytophi 1 um garlnll miyamotoi 

Borrelia 

afzθlii 

媒介 マダニ マダニ マダニ(マ マダニ(マ マダニ

ダニ属) ダニ属)

発生地 関東以西 関東以西? 北海道およ 北海道およ 沖縄を除く西日

域 ぴ、長野、新ぴ、長野、新本

潟等の高山 潟等の高山

地帯 地帯

潜伏期 2-10日 1週間-2週間 数日-2週 12-16日 6-14日

間

初発症全身倦怠感、 全身倦怠感、発熱、 遊走性紅発熱(回帰全身倦怠感、発

状 頭痛、発熱、四 頭痛、筋肉痛、悪斑、発熱、筋性)、悪心、 熱、筋肉痛、幅吐、

肢を中心に多心、(紅斑;まれ) 肉痛、頭痛、 頭痛、筋肉 下痢などの消化

数の発疹 全身倦怠感 痛、 器症状

全身倦怠感

血液、 白血球減少、 白血球減少、血小 白血球減 白血球減少、血小

尿所見 血小板減少、 板減少 少、血小板板減少、血尿、蛋

異型リンパ球 減少傾向 白尿、血球貧食像

の出現、蛋白 (骨髄穿刺)

尿

CRP、肝 CRP 陽性、 CRP 陽性 AST，ALT の AST，ALT，LDH，CK

機能 AST，ALT，LDH AST，ALT，LDHの上 上昇 の上昇、フェリチ

の上昇 昇 ン上昇

治療 テトラサイク テトラサイクリン テトラサイ テトラサイ なし。対症療法

リン抗生物質 抗生物質 クリン系抗 クリン系抗

生物質 生物質
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ことが中国で報告されている 21) このため，ウイルス

血症を呈した動物の血液を吸血中のマダニは，その体

内に多量のウイルスを保有している可能性が高いと考

えられる.

これらマダニ媒介性感染症はワクチンが開発されて

おらず，マダニ対策が最も重要で有効な予防対策とな

る.また犬等のペットが，ヒトの生活圏に病原体を保

有したマダニを持ち込む可能性があることから，ペッ

トのマダニ対策にも注意が必要である.

表2

感染症 伝播開始時間

パベシア症 吸血開始後 吸血開始後にスポ

2日以降 ロゾイト形成開始

ライム病 吸血開始後 未吸血状態では菌

48時間以降 は中腸に限局

ペットにおけるマダニの防除

犬猫の場合は複数の製薬会社から投薬方法，作用機

序そして有効成分の異なる様々なマダニ予防薬が発売

されていることから，ペットの体質や目的に合わせて

選択されたい.具体的には 従来汎用されてきた皮膚

滴下投与用薬剤や，経口投与用薬剤などがあり，前者

は投薬が簡便であること，刺岐自体を予防できるなど

の利点があり，後者は安定した薬効，皮膚炎症状のあ

るペットにも適応可能といった利点がある.いずれの

薬剤も容量と投薬期間を守ることが非常に重要であ

る.特にマダニ対策において投薬量と期間を間違える

と薬効が低下し十分にマダニを防除できない.また，

吸血前のマダこにはブラッシングも有効である.

仮に体表に吸血前のマダニを発見した場合は，先

ず，作業者のマ夕、ニ刺暁からの防御策を講じた後，ピ

ンセットや粘着テープ等で取り除き，逃走防止のため

テープ等で挟んでから捨てる(チャック付きポリ袋に

入れる方法でも良い).マダニは病原体を保有してい

る可能性があるため，素手でつぶすことは絶対に避け

るなお，秋に大量発生する幼ダニはクモの子のよう

に見える(図 5).とのように幼ダニが大量にペット

あるいは衣服に着いているのを発見した場合は，時間

が経過すると広がってしまうため可能な限り早急に粘

着テープ等で除去する.なお，すでに皮膚に吸着して

いた場合で，刺されたと思われる当日であれば先の細

いピンセット等で除去が可能な場合もある.この場合，

できるだけ皮膚に近い部分を保持し，垂直に引き抜く.

マダニ刺暁後2日以上経過した場合では，すでに皮下

に強固なセメント様物質が形成されており，ピンセッ

ト等での除去が難しい場合があるため，皮膚切開によ

る除去が推奨される.

マダ二を取り扱う際に注意したい点

感染症予防の観点からも，素手でマダニを潰すこと

は絶対に避ける必要がある.SFTSの院内感染対策は，

標準予防策と接触予防策の遵守が必須である.具体的

には，血液や体液への直接接触予防(手袋の着用)の他，

湿性生体物質の飛散が予想される時は，マスク，ゴー

グル，ガウン等の着用が望まれる.なお.SFTSウイ

ルスは一般的な消毒剤(消毒用アルコールなど)で失

活するとされるが，可能であれば次亜塩素酸等で処理

することが望ましい.またマダニ体内では，吸血中の

動物血液等が共在するため，短時間の作用では効果が

十分得られない可能性がある.

なお，衣服やケージ等に付着したマダニは，水によ

る洗浄では死滅しない個体がいる.マダニは高温と乾

燥に弱いため，高温 ・乾燥処理あるいは，殺虫剤によ

り処理することが望ましい.具体的には，熱湯をかけ

るあるいは対象物をビニール袋等に入れた上で密閉

し，殺虫剤スプレーを行うなどの対策が必要である.

おわりに

吸血性節足動物の中でもマダこはいわゆる「待ち伏

せ型Jである.このため，適度の温度と湿度があれば
長期間の生存が可能である.種によっては1年間に l

度の吸血チャンスだけでその生活環を維持している種

や，海外では5年以上吸血をしない状態で生存が可能

な種もいる. このように，長期間生存が可能な生態の

ため，吸血源動物が生息し，ある程度の温度と湿度が

ある場所であれば，長期間にわたってマダニが生息し

続けることが可能である.このため，野山に行った時

だけではなく，普段の散歩コースや公園でもマダニに

曝露される機会がある.さらに，ヒトの感染症予防の

観点からも，獣医師にはペットのマダニ対策をより積

極的に考えて頂きたい.
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